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株式会社山梨中央銀行 

 

 

リニューアブル・ジャパン株式会社に対して 

「山梨中銀サステナビリティ・リンク・ローン」を実行しました 

 

株式会社山梨中央銀行（頭取  古屋  賀章）は本日、リニューアブル・ジャパン株式会社（代表取

締役社長 眞邉  勝仁）に対して「山梨中銀サステナビリティ・リンク・ローン」を実行しました。 

「サステナビリティ・リンク・ローン」は、お客さまが定めた SDGｓ/ESGに関連する挑戦目標（サステナビリ

ティ・パフォーマンス・ターゲット、以下「SPTs」といいます）の達成状況に応じて、金利などの融資条件が

変動する融資商品です。 

 

リニューアブル・ジャパン株式会社は、「持続可能なエネルギーを届け、生き生きと暮らせる未来を実現し

ます」というビジョンを掲げ、再生可能エネルギーを普及・拡大させることで、重要な社会インフラであるエネ

ルギーの安定供給を実現すること、地域社会を元気にすること、そして世界の共有課題である気候変動

への対応に向けて CO2 削減に貢献することを掲げ、再生可能エネルギー事業に取り組んでおります。  

同社は今回、このビジョンに基づき「国内太陽光発電所設備容量の純増量」を SPTs として設定し、

持続可能な環境・社会の実現を目指します。なお、「サステナビリティ・リンク・ローン」としての適合性および

SPTs の合理性については、株式会社格付投資情報センター（R&I）からセカンドオピニオン（別添）を

取得しております。 

 

当行は、今後もお客さまの多様な資金調達ニーズにお応えするとともに、地域全体での SDGｓ達成に

向けた持続可能な地域社会づくりなどに、一層積極的に取り組んでまいります。 

 

【本件の概要】 

契約締結日  2023 年 12 月 25 日  

契約先  

会社名  リニューアブル・ジャパン株式会社  

所在地  東京都港区虎ノ門 1 丁目 2-8 

代表者  代表取締役社長  眞邉  勝仁  

設立年月日  2012 年 1 月 25 日  

資本金  4,645 百万円  

事業内容  再生可能エネルギー発電所の開発・発電・運営管理  

融資額  300 百万円  

資金使途  事業資金  

SPTs の設定内容  
国内太陽光発電所設備容量の純増量  

70MW／年   

セカンドオピニオン 株式会社格付投資情報センター（R&I） 

以  上  
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